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令和７年度 第１回 新潟市男女共同参画推進センター運営委員会 議事概要 

日 時： 令和７年６月２６日（木） 午後１時３０分～３時

場 所： 新潟市万代市民会館 ３０７・３０８研修室

出席者： 新潟市男女共同参画推進センター運営委員

 石原委員、太田委員、高橋委員、田鹿委員、多田委員

     事務局（男女共同参画課） 

石崎課長、土沼課長補佐、荒井課長補佐、齊藤主事

     団体

      「あすの大江山を考える会」

「特定非営利活動法人 女のスペース・にいがた」

「劇団 blue ジーンズ」

「にいがた女性会議 女性の労働部会」

１ 開会

２ 男女共同参画課長あいさつ

３ 運営委員・男女共同参画課職員紹介

４ 令和７年度アルザにいがた活動予定について

５ 男女共同参画市民団体協働事業審査

（１）「映画上映」（あすの大江山を考える会）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（高橋委員） 団体名を見ると、地域活動団体のように思われるが、今回、男女共同参画市

民団体協働事業として実施したいと思ったのはなぜか。

（ 団 体 ） 今までの地域活動では、母親や現役を退いた方の参加はあったが、現役の男

性の参加が少なかった。参加しやすいと考えられる日曜日の昼間に、男性の料

理教室を開催したが、現役の男性の参加者は 1人だった。そこで、父親は、自

分のこどもの学校生活の様子や、自分が小学生だった頃との違いなど、学校教

育に関心があると考え、父親に興味を持ってもらいやすいテーマの映画を今回

上映したいと考えた。

       これまでの事業では、江南区以外の北区、西区、中央区からも参加いただい

ている。基本的に大江山地域を中心に活動してきたが、地域以外の方と交流す

ることで、私共も啓発されるところがある。

       市報掲載や中央区万代のシネ・ウインドでのポスター掲示など、早めに広報

活動をしたいと考えている。

（石原委員） 過去の上映会の映画「○月〇日、区長になる女」の方が、男女共同参画市民

団体協働事業の申請に合っているように思うが、これまでにこの事業の申請を

したことはあるか。

（ 団 体 ） 昨年上映した映画「○月〇日、区長になる女」は大変好評で、参考になっ

た。できれば、家族で話し合えるような映画にしたいと考え、シネ・ウインド
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に相談したところ、「夢見る給食」や「夢見る小学校」であれば、こどもを含

めて家族で話すことができ、家庭内や地域のつながりを考えるきっかけになる

のではないかというアドバイスをいただくとともに、新潟市男女共同参画市民

団体協働事業の話を聞き、申請することとした。

（石崎課長） 2023 年と 2024 年に上映会を開催した際の参加者はそれぞれ何名位だった

か。

（ 団 体 ） 2023 年は 1回の上映で、60名位だった。2024 年は 1日に 2回上映し、昼が

32、3名、夜が 20名弱だった。

（２）「女性支援のためのプラットフォーム シンポジウム」（特定非営利活動法人 女のスペ

ース・にいがた）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（石原委員） シンポジウムは何回開催するのか。

（ 団 体 ） 2 回開催する。1回目を 9月、2回目を 1月に予定している。

（土沼課長補佐） 参加対象者は、支援者になりたいと思っている方なのか。それとも、現に悩

みを抱えている当事者の方なのか。

（ 団 体 ） 実際に支援の現場にいる方及び被害を受けたり、精神疾患を持っていたり、

困難を抱えていたり、貧困の中にいる方たちの近くにいる全ての方が対象であ

る。女性支援ということで、主に女性から参加していただければと思っている

が、結果として、支援者はスキルを向上させ、参加者が問題を抱えた方への支

援マインドを学んで、こうした方たちが身近にいた場合の対応の仕方の参考と

なればいいと考えている。

（高橋委員） プラットフォーム事業そのものは、厚生労働省の委託事業なのか。

（ 団 体 ） 国が求めているプラットフォーム事業ではなくて、国（内閣府）のパイロッ

ト事業で旅費等の助成を受けていた。国のその事業は 2022 年度で終了し、そ

の後は独自に実施している。

（多田委員） プラットフォーム内部研修の内容が内部だけではもったいないので、広く伝

えたいということで今回応募されたと思われるが、かなり専門的で重い内容だ

と思う。自分は支援だと思っても相手にはそうではない難しさもある。その難

しさを一般の方に広く伝えるために、どのような工夫を考えているか。

（ 団 体 ） 1 回目は、ＤＶ・虐待被害者、生きづらさを抱えた方たちへの居場所の提供

や就労支援、自立支援を行っている方、被害者のメンタル回復のためのカウン

セリングを行っている方、現場で生きづらさへ支援をしている方 3名に登壇い

ただく。具体的な事例やそういった課題がなぜ出てくるのかという社会的背景

も話していただき、具体的な支援について、参加者が話を聞く中でイメージで

きるのではないかと思っている。 

2 回目は、社会的な孤立やひきこもり、未就労が続いている方たちへの自立

支援ということで、Ｂ型就労支援事業所や若者就労支援、ひきこもりへの支援

を行っている現場の支援員に登壇いただく。具体的な話を聞き、周りにいるひ

きこもっていたり、仕事に就けなかったり、障がいを抱えた方たちへの接し方

の参考になるようにしていければと思っている。

（３）「創作劇 シン・女たちのラストメモリー ～青空よ ネオン深き夜を放て～」（劇団
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blue ジーンズ）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（田鹿委員） 毎年継続的に開催していることで、メンバーが感じる変化、演劇をご覧にな

った方の意見や行動の変化を聞かせてほしい。

（ 団 体 ） 見に来てくださった方を追跡調査しているわけではない。メンバーの中に

は、以前はあまり女性問題に関心がなかったが、自分が演じることで少し敏感

になってきたという者もいる。10年位前までは、女性問題について話題にする

ことはあまりなかったけれども、演劇だけが理由ではないと思うが、段々と話

しやすくなってきたと感じている。

（石原委員） クロスパルにいがた以外はどこの会場を予定しているか。新潟市は 8区ある

が、昨年と同じ会場、同じ区を予定しているのか。

（ 団 体 ） 昨年はクロスパルにいがたが工事のため借りられなかった。昨年と同じく、

西区の黒埼市民会館と江南区の横越地区公民館での開催を考えている。昨年開

催した北区では開催しない予定である。

（高橋委員） 劇団の成り立ちを教えてほしい。演劇が好きな方が集まって演劇活動を始め

たのか。それとも演劇活動をする中で、こういうテーマでやりたいとなったの

か。

（ 団 体 ） 劇団は 2007 年からやっている。女性支援の活動を通じて出会った 3人のう

ち 1人が芝居を続けていて、女性だけの劇団は少ないので、新潟で女性だけの

劇団をやれたらいいという話から始めた。最初は、パフォーマンスのような感

じだったが、段々とメンバーが増えて今に至っている。演劇が好きな人の集ま

りというより、女性支援をしている仲間が集まって始まった劇団である。

（４）「仕事と介護の両立支援セミナー2025～介護離職防止のポイント～（仮題）」（にいがた

女性会議 女性の労働部会）の審査

（ 団 体 ） 事業概要説明

（高橋委員） 介護休業制度の認知が浸透していないという話は聞くので、介護離職防止と

いう趣旨はいいと思うが、それが男女共同参画とどう関係してくるのか。

（ 団 体 ） 従来どうしても性別による固定的な性別役割分担の意識が強く、介護などの

ケアは女性が担うものということで、女性が離職する方が多かった。夫婦で見

ると、非正規の方、収入が少ない方が仕事を辞めてしまい、男女不平等という

面があった。他方では、男性が介護を担うとなると、相談もせずに仕事を辞め

てしまい、社会的にひきこもり、孤立を招いてしまう。男性問題は女性問題、

ジェンダー問題でもあることから、男女共同参画の視点が必要である。ケアは

男女問わず担うものだという意識を浸透させるとともに、男性も相談しやすい

雰囲気を作っていくことが、社会の課題解決につながると思い、仕事と介護の

両立について、介護離職の防止をテーマとして実施したい。

（高橋委員） 性別によって影響が違ってくるというのは分かるが、今回の事業の中で、ジ

ェンダー格差を解消していこうという意図がどのように盛り込まれるのか。

（ 団 体 ） 一つは、女性活躍推進の面で、女性が介護離職してしまうとキャリアが一旦

中断してしまうことから、できるだけ仕事を継続できるような職場風土を作っ

ていく。もう一つは、先ほどもお話しした男性問題は女性問題でもあるという

点においても、性別による固定的役割分担意識に結びついているところがあ
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り、男性が介護休暇を取ろうとすると、妻が介護を担わないのかというような

反応のケースもある。介護休暇を誰でも取りやすくするというところでジェン

ダーの問題が関わってくると思う。

       高齢の両親を結婚していない息子が一人で担っていても、職場で理解を求め

るのがなかなか難しいという問題も生まれている。

（田鹿委員） 事業の実施体制の中で、加茂市議会議員の方はどのような役割を期待されて

いるのか。

（ 団 体 ） 講師ではなく、参加者との意見交換の場で、ダブルケアラーの体験をお話し

いただければと思っている。

（審議非公開）

５ その他

  （事務局） 次回の運営委員会は 11月頃の開催を予定しているが、あらためて各委員の

日程を調整のうえ案内する。


